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明石海峡周辺の砂堆地形と流況に関する諸問題

八島邦夫：海洋研究室

Some problems on the Sand Banks and Currents around the Akashi Strait 

Kunio Yashima: Marine Research Laboratory 

1. はじめに

広くて停滞性が強い灘（湾）と狭くて潮流が速い海峡（瀬戸）が交互に配置する瀬戸内海の海底地形や底

質分布は流況と密接な関係を有している。

第 l図は大阪湾周辺の海釜 ・砂堆地形と潮流の最大流速分布（八島， 1989）を示したものである。 ζ の図

から， 乙れらの地形は流速と密筏な関係を持ち，海峡周辺iζ分布している乙とが分かる。

3つの海峡のうち明石海峡は海峡
4.0’ 50’ 135" 10 -

に沿って細長く横たわる海釜と海峡

の両出口lζ発達する砂土佐地形で特色

づけられる。海釜地形については別

の機会lζ報告（八島， 1991,1992ほ 40 -1 ¥.) 
か）するが，海峡両出口の砂土佐地形は

海峡周辺の好漁場としての特性を支

える基礎となっていると恩われ，と
34• 

くに西口の鹿ノ瀬は瀬戸内海屈指の 30 -

底引き漁場であり，イカナコーの産卵 ・

生育地となっている。加えて瀬戸内

海の主要航路 lζ近く，~浅水深は 3

蹟清美手
I 海釜

m未満と浅いうえに海底表面にはサ d 砂堆

ンドウェーブが発達して水深は絶え ~’大流速
（ノッ卜）

ず変化し，航海上の難所ともなって

し、る。
10’ 

乙れらの砂堆地形の形成機構やサ

ンドウェープの発生 ・変化機構等は

流況と密接な関係を持ち，その解明 第 1図 大阪湾周辺の海釜 ・砂堆地形と最大

は水産資源保護や航海安全確保の観 流速分布

点から極めて重要であるが，その詳細はよく分かっていない。

乙乙ではとれらの地形や流況に関し，水路部の既存資料を整理して，その概要を報告するとともに，今後

の課題Kついて述べる。

用いた資料は 5万分の lの沿岸の海のまま本図と音波探査記録を初めとする調査原記録（昭和47年度～
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50年度調査）及び主として第五管区海上保安本部水路部が実施した当海域の潮流 ・潮汐観測データである。

なお，海底地形図（沿岸の海の基本図〉の等深線錨画の基となった水深測量の測線間隔は500m（但し，

検測線は 1,500 m）で，音波探査は舷歪娠動式音波探査機（ソノプロープ； 3.0 kHz）で行われた。

2. 海峡周辺の海底地形と流況の概要 （第2図）

明石海峡iζは幅約 1km，水深約 100mで海峡部を走り抜ける細長い海釜地形が発達する。大阪湾は水深60

m以浅の泥質で平坦な海底が広〈分布するが，海峡最狭部の南東方，約12kmの海峡東口には沖ノ瀬（－23

m），横瀬（-55m）などの砂土佐地形が発達する。

40 -

34・
30・ 

50 -

<0 

135・ 10・ 

神 戸

「

第 2図 明石海峡周辺の海底地形

播磨灘は水深SOm以浅の泥質で平坦な海底が広く分布するが，海峡最狭部の南西方，約18～20kmの海峡西口

には鹿ノ瀬（一 2.9m），室津ノ瀬（ー 9.6m），高蔵瀬（一 7.6 m），横瀬（－ 10. 0 m). 7 ツオ（一 7.8 

m）を初めとする砂土佐地形が発達し，明石海峡海釜の西側はい上がり斜面，鹿ノ瀬及びその北方，室津ノ

瀬付近にはサンドウェープが広範囲lζ発達する。

明石海峡周辺の潮流は春秋小潮均］の一時期を除き，一日 2回の東流と西流を繰り返す。流速は東流，西流

のいずれにおいても海峡最狭部付近で最強となり，最大流速はそれぞれ， 5. 6ノット ， 7. 1ノット iζ達し，

西流の方が強い。海峡部を離れると流速は減少するが，幡磨灘側の方が遠方まで流速を維持している（海上保

安庁水路部， 1976・1987, 第五管区梅上保安本部水路部， 1988ほか）。
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また，海岸線の変化IC対応して須磨沖，岩屋沖，松帆埼西側など各所lζ地形性の反流が生じている（第五

管区海上保安本部，1976・1990ほか）。

底質の分布は潮流の流速分布と良い対応を示し，海峡最狭部で岩盤が露出し，外側へ向かつて磯，砂，泥の

順lζ規則的に分布するが，揺磨灘側では遠方まで砂が分布する。

3. 砂堆地形と流況に関する諸問題

(1）大阪湾の砂堆地形：沖ノ瀬の形成過程 （第 3図，第4図a, b) 

第4図 a,bは沖ノ瀬の北東一南西方向の音波探査記録で，前者は明石海峡寄り，後者は大阪寄りの断面

である。両者とも砂堆の高まりの直下では海底面下の情報は得られないが，図aでは瀬の両側斜面部分には

ほぼ水平な黒色の顕著な反射面が，図bでは淡路側（南西方向）の斜面下部に黒色の顕著な反射面と斜面lζ

平行なスロープを描く多数の庖理がみられる。乙の黒色の顕著な反射面は大阪湾でかなり広範囲に追跡する

乙とができるが，沖ノ瀬は乙の水平な地形面（反射商）の上に砂が堆積 した地形である乙とを示している。

海峡東口周辺の潮流は海峡部の東流 ・西流の変化iζ応じてその流向や流速を変化させるが，沖ノ瀬周辺海

域では恒流成分が強く ，潮時による転流がみられない乙ともある（第五管区梅上保安本部， 1988）。そして

大潮期には潮時を問わず，一日中時計回りの流れとなっている。

第3図は大阪湾周辺の恒流について 135" 10’ 20 -

五管水路部が昭和61年までの74測点 (15
50’ 

昼夜19測点，一昼夜55測点）の観測成

果よりまとめたものであるが，沖ノ瀬

の周囲には 0.2～0. 8ノッ トの時計回

りの恒流が存在する。山田（1972 ）は

乙の環流を淡路環流，藤原ほか(1989)

は沖ノ瀬環流と呼称したが，この恒流

（環流）により沖ノ瀬の砂の堆積がも

たらされたものであるととは疑いない。

(2）矯磨灘の砂堆地形：鹿ノ瀬，室 34• 

津ノ瀬などの形成過程 （第 5図a, 30 -

b，第6図 a, b, c，第 7図 a,

b) 

鹿ノ瀬，室津ノ瀬などの砂堆地形は

海峡から南西方向lζ延びる水深30～40
20 -

mの水路状地形の両側に分布する。第

5図a,bは鹿ノ瀬，室津ノ瀬の南北

方向の音波探査記録である。室津ノ瀬 レ／て－－－－－~~・=tぐ＼」 km 。 20 
では高まりの直下の部分では海底面下

の情報は得られないが，瀬の両側斜面 10

付近にはほぼ水平な黒色の顕著な反射
第3図大阪湾周辺の恒流

面がみられる。鹿ノ瀬では堆積物が厚
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鹿ノ瀬の音波探査記録第 5図a
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いためか海面下の情報は得られないが，矯磨灘では広い範囲lζ亘って室津ノ瀬でみられた反射面と一連の顕

著な反射面が水深約15mから水深約50mの聞でみられることから 鹿ノ瀬の下部にも ζの面が存在するもの

と想定される。

以上のととから，矯磨灘の砂堆地形は大阪湾の仲ノ瀬同様，水平な地形商（反射面） の上lζ砂が堆積した

地形である ことが分かる。

ζζ での砂堆地形の形成機構については吉川 (1953）は陸上河川における自然堤防と同様の機構を考えた

が星野（1971）は主流と反流との境界iζ形成されたものとした。

第6図は播磨灘北西部の潮流，↑亘流について五管水路官官が昭和56年までの48測点 (15昼夜5測点，一昼夜

43測点） の観測成果よりまとめたものである （第五管区海上保安本部， 1982）。

図a. bは明石海峡の東流 ・西流伝強時lζおける婿磨灘北東部の大潮Jl}Jの平均流況を示したものである。

当海域の潮時は明石海峡とほとんど同じで，流向は比較的単調で東流と函流を繰り返す。海峡から延びる水

路状地形の部分では北東 ・南西方向の往復流であるが，鹿ノ瀬より北側 では鹿ノ瀬の地形の方向iζ約45°斜

交する方向lζ向きを変えており ，それぞれ，ほぼ東西方向の流れとなる。一方，

は水路状地形の方向と同じ北東 ・南西流である。

恒流をみると鹿ノ瀕付近には 0.1～ 0. 7ノッ トの時計回りの環流（第 6図 c)

は海岸線iζ沿って北上する 0.1～ 0. 3ノッ 卜の流れがみられる。

室津ノ瀬付近の潮流の流向

がみられ，淡路島北西岸iζ

第 7図 a, bは第五管区海上保安本部水路部が昭和61年に鹿ノ瀬の 4測点における30昼夜，15昼夜の観測

を実施した成果を中心にとりまとめたものである（第五管区海上保安本部， 1987）。図 aは年閣の最大流速

（夏冬の朔望どろ）を示したもので，鹿ノ瀬付近では各点とも西流が強く ，
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えると ζろもある。図 bは各測点の14日聞にEる毎時の流速ベクトノレを加えていったものである。乙の図は

各測点とも一日 2回の東 ・西流を繰り返しながら，ほぽ同一方向に移動し，比較的安定した恒流が存在して

いるととを示している。鹿ノ瀬はこの時計回りの環流のほぼ中心付近に位置している ζ とから，鹿ノi瀬環流

（仮称）により ，沖ノ瀬同様の過程で砂が堆積しているもののようである。

一方，室津ノ瀬は鹿ノ瀬付近を中心とする時計回りの環流と淡路島沿岸ぞいに北上する反対方向の流れの

境界IC当たっており，関門海峡東口の砂堆地形（佐伯， 1932，陽， 1965）同様の機構で砂の堆積が起とって

いるのではなかろうか？

山川ト
4
『

45 134"50' 

＋「m西流

4 ーー東流

＼ 、、
'o. 、

35 

、、
払

／
 ／一

／ 

第 7図a 鹿ノ瀬付近の潮流の最大流速

測点 3

数字は日付（日時）を示す

第7図b 鹿ノ瀬付近の潮流の進行ベク トル

-86-

(3) サンドウェーブの形成機構

（第8図，第9図）

サンドウェーブの分布域は偏在し，大

規模なものは海峡西口の鹿ノ瀬及びその

北側海域，室津ノ瀬付近lζ限られる。サ

ンドウェープの発達する水深は鹿ノ瀬付

近では 5～30m，室津ノ i瀬付近では10～

30 mであるが，サンドウェーブの峰の方

向は複雑に変化し（第8図），さらlζ波高

は数lOcmから 8mまで，波長は20～100

mと変化し波型も円頭型 ・尖頭型，対称

型 ・非対称型，乙れらの複合型など様々

である（第 9図〉。

① サンドウェーフ、の峰の方向

鹿ノ瀬及びその北側のサンドウェーブ

の峰の方向は砂唯地形の方向lζ斜交する

ほぼ南北方向を示す。鹿ノ瀬の北側海域

でも峰は南北方向を示し，第 6図a, b 

k示した潮流の方向に直交する。サンド

ウェ ーブの峰の方向は流れの主方向lζ直

角に配列する（茂木， 1971 ）といわれ

ているが，潮流とサンドウェーブの峰の

関係は調和的である。

一方，室津ノ瀬付近のサンドウェーフ

の峰の方向は砂堆地形の方向と斜交する

北東一南西，北北東一南南西方向lζ複雑

に変化するが，第 6図a, b l乙示した潮

流との関係、は調和的とはいえない。
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第 8図 鹿ノ瀬，室津ノ瀬付近のサンドウェープの峰の分布

② サンドウェーブの形態

サンドウェープの形態は区域lζより偏りがみられるようである。鹿ノ瀬付近では瀬の最浅部を墳に著しい

相違かあるようであり，北側のものは波高 1～3mの非対称尖頭型，南側のものは波高3～7mの非対称円

頭型で峰の急斜面の方向はお互いに逆向きになっている。鹿ノ瀬北側の水深20～25mの広い海場のものは最

大波高 5～ 7mの非対称尖頭型のようである。

室津ノ瀬でも瀬の最浅部の北側と南側では特徴を異lζ し，北側では円頭型，南側では尖頭型となっている

ようである。

しかし，表面の流れを見る限り，瀬の最浅部を墳に乙のような差異はみられず，底周では地形的な高まり

により，流れが遮られて，潮流の卓越する方向が異なっているのであろうか？

マラッカ ・シンガポール海峡のサンドウェーブを詳細IC調査した川村 ・山田 (1970）によると対称円頭型

は一般に平坦な地形や流れの緩やかなところで，非対称円頭型は海底の傾斜面lζ多く，尖頭型は地形が複雑

で起伏の多い場合やその周辺iζ多いという。乙のようなととは矯磨灘でもあてはまるのであろうか。

③ サンドウェーブの発生機構

茂木 ・加藤（1962）は備讃瀬戸においてサンドウェープの大きい所は細磯，粗磯などで粗く，小さい所は

中砂で細かしさらに細砂や泥のと乙ろではサンドウェープは存在しない ζ とを報告した。 YanagiCl 990 ) 

は瀬戸内海ではサンドウェーブは底質の中央粒径値 CMdゆ）がO～2の区域で発達し，との区域はM2分

潮流の振幅が50cm/s～70cm/ sの海峡iζ符合しているとした。確かに水路部のデータでは海峡西口の播磨
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灘は乙のような値の海域IC相当するが，サンドウェーフoの発生域はζ のなかでも一部である。サンドウェーブ

の発生（形成）は底質の粒径や流れと密接iζ関係していると恩われるが， さらに何らかの因子により限定さ

れているのではなかろうか？

第 9図 鹿ノ瀬，室津ノ瀬付近のサンドウェーブの波型例

④ サンドウェーブの変化

明治以降の鹿ノ瀬などの海図の水深をみると絶えず変化しており， サンドウェーブは変化しているのは間

違いない。当海域のサンドウェーブの変化に関しては，（社）日本水産資源保護協会（1987），本四公団第一

建設局 (1989）などの測定報告がある。 しかし， 乙れらは期聞が短いとともあり， 移動は一方向IC進行して

いるものなのか，あるいはある期間内のサイクルとしてのものなのかなど結論を出すのは未だ早い状況にある。

(4) 大阪湾北西部と播磨灘北東部の砂堆地形の特性の違い

以上のように海峡両出口には砂堆地形が発達するが，規模や形状， サンドウェーブの発達状況など様相は

かなり特徴を異にする。 ζのような違いは何によりもたらされるのであろうか？

基本的には海岸線の形状の相違（東口は約180°1ζ聞くが西口は約90° の聞きである） や海底地形の相違

(20～30mの等深線でみると東口は90° IC聞くが西口は狭い水路状地形をなす） とこれらと密接な関係を持

つ流況の相違IC起因しているのではなかろうか。現在の海岸線や海底地形の相違は両海域の地形発達史の相

違iζ由来しており， 乙れらの解明は今後の課題である。

4. おわりに

海峡両出口の砂堆地形の形成機構， サンドウェーブの発生， 変化機構等の解明は水産資源保護や航海安全

確保の観点から重要であるが詳細は不明である。

従来，砂堆やサンドウェープ地形は地形・地質学の観点から流況は海洋物理学の観点から別個lζ調査研

究がなされてきた。
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乙れらの地形は流況と密接iζ関係を持っており，今後は両者の総合的な観点からの調査研究が必要である。
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